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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年8月13日(2015.8.13)

【公表番号】特表2013-504313(P2013-504313A)
【公表日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2012-528394(P2012-528394)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｐ  13/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/86     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/197    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｐ   13/04     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    9/86     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/197    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/02     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年6月16日(2015.6.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　機能的同等物は、少なくとも1カ所で天然のアミノ酸配列と異なっているが、ヒダント
イナーゼおよび/またはジヒドロピリミジナーゼの酵素活性は少なくとも部分的にまだ保
持している変異体である。機能的同等物は、1つもしくは複数の、たとえば1から20、1か
ら15、または1、2、3、4、5、6、7、8、9、もしくは10アミノ酸の付加、置換、欠失およ
び/または逆位を含んでいる可能性があるが、これは、前記同等物が触媒活性を完全にな
くさない限り、いかなる配列位置で起こってもよい。機能的同等物はまた、基質および/
もしくは生成物のターンオーバー速度が変化し、および/または特定の基質の選択性が変
化した酵素であってもよい（たとえば、より大きい、または疎水性の高い、R1および/ま
たはR2基を有する基質を受け入れる機能的同等物）。少なくとも部分的に酵素活性を保存
する可能性の高い置換の、限定的でない例を下記に記載する：
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